
４．本事業の取り組み内容

事業開始から終了までのおおまかな流れは以下のとおりである。
４～６ヶ月間、モデルとなるマンション居住者の皆さんに実際に管理室窓口での電子決済を利用してもらい、
利用実績と感想を収集することで、その導入から運用におけるメリットやデメリット、課題を探った。

本報告書においては、個別のマンション名の掲載については差し控え、文中では①・②・③として表記する。
なお、同様のサービスを提供している事業者は多くあるが、今回はマンション管理組合向けであるという点、
また補助事業ということで期間等の制約を受ける中での実施となる点を踏まえ、条件にマッチした事業者に協
力いただくこととなった。
事業の開始から終了までのおおまかな流れをスケジュール表に落とすと、以下のようになる。
現地での実証を開始するまでの準備期間として、概ね３ヶ月程度要した。

実証にあたっては、キャッシュレス化に取り組み、本事業での協働の趣旨に賛同された管理会社、日本総合
住生活㈱、住商建物㈱、日本ハウズイング㈱の３社に協力いただいた。
実際に管理室に決済端末を設置するマンションの選出にあたっては、タイプの異なるマンションで検証するこ
とで多角的に事例収集が行えるよう、各社には候補の選定を依頼した。
正式な事業開始の決定後、対象のマンション管理組合に対しては、管理会社の協力を得て実施の申し入れを
行い、順次、理事会での承認等の手続きを進めた。
各管理組合に対しては、国の補助事業であり、実証期間中に発生する管理組合の負担は、原則としてないと
いう条件で協力の申し入れを行った。交渉の過程においては、本事業終了後のランニングコスト等の負担先に
ついて調整がつかなかったため実施を見送ったマンションもあったが、最終的にはタイプの異なる3つのマン
ション管理組合に協力いただくこととなった。
また、決済サービス事業者ならびに電子マネーサービス提供事業者については、それぞれの管理受託会社と
も協議の上、数ある中から、㈱リクルートライフスタイル、三菱ＵＦＪニコス㈱、ヤマトシステム開発㈱の３社に協
力をいただいた。（３社のサービス仕様等の情報は、６．添付資料参照）
最終的に、下表の組合わせにより実施した。

■事業の活動スケジュール（例）

対象マンション

サービス事業者 （株）リクルートライフスタイル
（AirPAY）

対応ブランド

① 団地型、大規模（築40年超） ② 単棟型、中規模（築1年未満） ③ 単棟型、小規模（築40年超）

三菱UFJニコス（株）
（J-Mups）

ヤマトシステム開発（株）
（マルチ電マネーサービス）

電子マネー（交通系）、　　　　　
クレジットカード、モバイル

電子マネー（交通系、流通系）
クレジットカード、モバイル

電子マネー（交通系、流通系）

項目

事前確認
経過ヒアリング

導入説明
進捗報告

サービス申込
　　～利用開始

環境の確認、
機器の設置

入居者向け通知

初期設定と
フォロー

導入実証

5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 備考

各種打ち合わせ、
スケジュール確認、
状況のヒアリング等

理事会での事業の趣旨説明、
経過・実績の報告書

契約手続きのための書類準備、
申込み等（審査期間を含め開始
まで1.5カ月を要する）

通信環境の確認、
機器の手配、
現地への設置等

趣旨説明、開始・終了の告知、
居住者へのアンケート等

開始前の初期設定と
事業終了時のフォロー等

実施ならびに検証
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実施月

3月～4月

実施内容

事業の申請～認定

5月～ 管理会社・管理組合への説明

6月～ 理事会の承認、準備開始

～12月 決済端末の稼働終了

1月～2月 調査結果の総括、国土交通省への事業報告

3月～ 関係団体への報告

7月～ 決済端末の稼働開始(順次) 
● 管理組合役員、管理室担当者等へのヒアリング
● 居住者への利用状況や意識に関するアンケート調査
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